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―
―
福
利
厚
生
見
直
し
の
一
環
と
し
て
借
上

社
宅
が
あ
ら
た
め
て
注
目
さ
れ
て
い
ま
す
。

赤
間

社
有
か
ら
借
り
上
げ
へ
の
流
れ
は

顕
著
で
、
借
上
社
宅
の
充
実
に
は
経
営
戦

略
上
、
二
つ
の
意
味
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。

一
つ
は
優
秀
な
若
手
人
材
の
確
保
・
育
成

で
、
も
う
一
つ
は
生
産
性
を
高
め
る
環
境

づ
く
り
で
す
。

人
材
の
採
用
難
が
続
く
今
、
成
長
企
業

は
第
二
新
卒
ま
で
枠
を
広
げ
て
新
卒
の
獲

得
に
必
死
で
す
。
仕
事
を
覚
え
る
大
事
な

時
期
に
、
部
屋
探
し
の
手
間
や
数
十
万
円

の
出
費
を
新
人
社
員
に
強
い
る
の
は
得
策

と
は
思
え
ま
せ
ん
。
転
勤
者
、
女
性
社
員

に
と
っ
て
も
、
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
ー
や
耐
震
性

に
優
れ
た
社
宅
が
あ
れ
ば
安
心
で
す
。

―
―
企
業
に
と
っ
て
以
前
の
よ
う
な
福
利
厚

生
費
の
負
担
増
は
難
し
い
状
況
で
す
。

赤
間

た
し
か
に
借
上
社
宅
の
管
理
業
務

は
、
人
事
・
総
務
部
門
だ
け
で
は
な
く
、
入

金
や
返
金
を
管
理
す
る
経
理
部
門
、
預
入

金
残
高
を
管
理
す
る
財
務
部
門
と
い
っ
た

広
範
囲
に
影
響
が
及
び
ま
す
。
不
動
産
契

約
の
よ
う
に
専
門
性
が
求
め
ら
れ
る
分
野

で
は
、
管
理
戸
数
が
増
え
れ
ば
増
え
る
ほ

ど
、
膨
大
な
事
務
作
業
を
こ
な
す
人
手
と

コ
ス
ト
が
発
生
し
ま
す
。
し
か
し
、
ア
ウ
ト

ソ
ー
ス
を
活
用
す
れ
ば
、
コ
ス
ト
を
増
や
さ

ず
に
成
果
を
上
げ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

ア
ウ
ト
ソ
ー
ス
の
活
用
で

人
材
を
コ
ア
業
務
に
集
約

―
―
両
立
が
可
能
な
の
で
す
ね
。

赤
間

社
宅
管
理
の
よ
う
な
ノ
ン
コ
ア
業

務
は
専
門
企
業
に
ア
ウ
ト
ソ
ー
ス
す
る
こ

と
で
、
社
内
人
材
を
収
益
性
の
高
い
コ
ア

業
務
へ
集
中
的
に
振
り
分
け
ら
れ
ま
す
。

同
時
に
、
最
小
の
人
手
と
コ
ス
ト
で
、
企
業

の
持
続
的
な
競
争
力
強
化
に
役
立
つ
人
材

の
確
保
・
育
成
も
可
能
に
な
り
ま
す
。

―
―
社
宅
管
理
業
務
代
行
シ
ス
テ
ム「
ア
ン

サ
ー
」の
特
長
と
導
入
メ
リ
ッ
ト
に
つ
い
て
教

え
て
く
だ
さ
い
。

赤
間

当
社
の「
ア
ン
サ
ー
」
は
借
上
・
社

有
社
宅
の
両
方
に
対
応
し
た
フ
ル
ア
ウ
ト

ソ
ー
ス
シ
ス
テ
ム
で
す
。
借
上
社
宅
の
管
理

業
務
に
関
し
て
は
、
部
屋
探
し
、
新
規
・
更

新
契
約
、
解
約
・
敷
金
精
算
、
支
払
代
行
な

ど
専
門
性
の
高
い
業
務
の
基
本
サ
ー
ビ
ス

に
加
え
、
引
越
し
手
配
な
ど
の
オ
プ
シ
ョ

ン
メ
ニ
ュ
ー
も
多
数
用
意
し
、
あ
ら
ゆ
る
ニ

ー
ズ
に
対
応
し
ま
す
。

導
入
メ
リ
ッ
ト
と
し
て
は
、
管
理
コ
ス
ト
を

削
減
し
、
担
当
者
が
雑
務
か
ら
解
放
さ
れ
、

本
来
の
業
務
に
専
念
で
き
る
経
営
上
の
メ
リ

ッ
ト
。
福
利
厚
生
サ
ー
ビ
ス
の
質
的
向
上
を

図
れ
る
メ
リ
ッ
ト
。
業
務
窓
口
の
一
本
化
、

支
払
調
書
作
成
業
務
削
減
、
社
宅
に
関
す

る
デ
ー
タ
を
一
元
管
理
で
き
る
管
理
上
の

メ
リ
ッ
ト
、
の
三
つ
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

―
―
具
体
的
な
事
例
で
は
。

赤
間

異
動
頻
度
が
高
い
あ
る
流
通
業
で

は
、
７
０
０
戸
の
社
宅
管
理
に
社
員
３
人
、

パ
ー
ト
２
人
の
人
員
を
割
い
て
い
ま
し
た
。

当
社
に
ア
ウ
ト
ソ
ー
ス
し
た
結
果
、
社
員
２

人
と
パ
ー
ト
１
人
分
の
業
務
量
と
人
件
費

を
削
減
で
き
ま
し
た
。

税
制
上
の
メ
リ
ッ
ト
も
あ
り
ま
す
。
住

宅
手
当
は
社
員
個
人
の
所
得
に
な
る
た
め

所
得
税
が
か
か
り
、
法
定
福
利
費
の
事
業

主
負
担
が
生
じ
ま
す
。
一
方
、
ア
ウ
ト
ソ
ー

ス
の
費
用
は
経
費
化
で
き
る
上
、
個
人
負

担
分
を
社
宅
使
用
料
と
し
て
給
与
か
ら
天

引
き
す
れ
ば
所
得
税
は
抑
え
ら
れ
、
事
業

主
負
担
も
削
減
可
能
で
す
。

ま
た
、
数
字
で
計
れ
な
い
も
の
と
し
て
、

精
神
的
負
担
が
大
き
い「
苦
情
件
数
の
減

少
」
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。
当
社
が
窓
口
に

な
る
こ
と
で
、
あ
る
企
業
で
は
月
３
０
０

件
あ
っ
た
苦
情
が
10
件
に
激
減
し
ま
し
た
。

自
社
の
ビ
ジ
ネ
ス
チ
ャ
ン
ス
と

顧
客
ニ
ー
ズ
が
一
致
し
て
誕
生

―
―
会
社
設
立
の
経
緯
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

赤
間

当
社
は
、
１
９
７
５
年
に
私
が
創
業

し
た
あ
ざ
み
野
不
動
産
と
大
成
建
設
グ
ル

ー
プ
会
社
と
の
合
弁
会
社
と
し
て
、
85
年

に
誕
生
し
ま
し
た
。
以
来
、
賃
貸
住
宅
管

理
、
あ
っ
せ
ん
を
中
心
に
、
不
動
産
に
か
か

わ
る
様
々
な
事
業
を
展
開
し
て
い
ま
す
。

そ
の
中
で
、
都
心
に
通
勤
し
や
す
い
田
園

都
市
線
沿
線
の
物
件
が
多
か
っ
た
た
め
、

優
良
企
業
が
借
上
社
宅
用
に
契
約
す
る
ケ

ー
ス
が
増
え
て
い
ま
し
た
。
物
件
の
オ
ー

ナ
ー
も
、「
い
い
会
社
の
人
が
入
居
し
て
く

れ
た
」
と
喜
ん
で
く
れ
ま
す
。
私
は「
ビ
ジ

ネ
ス
チ
ャ
ン
ス
が
あ
り
そ
う
だ
」
と
考
え
、

法
人
営
業
の
強
化
に
乗
り
出
し
ま
し
た
。

―
―
法
人
営
業
の
強
化
が
、
社
宅
管
理
業
務

代
行
サ
ー
ビ
ス
に
結
び
つ
い
た
の
で
す
か
。

赤
間

95
年
、
現
・
日
本
マ
ク
ド
ナ
ル
ド
ホ

ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス
か
ら
「
社
宅
管
理
業
務
を

一
括
し
て
任
せ
た
い
」
と
相
談
さ
れ
た
の

が
き
っ
か
け
で
す
。
店
舗
の
全
国
展
開
と

異
動
の
多
さ
か
ら
新
規
契
約
と
解
約
業
務

が
同
時
期
に
集
中
し
、
対
応
に
苦
慮
し
て

お
ら
れ
ま
し
た
。

こ
れ
こ
そ
当
社
の
ビ
ジ
ネ
ス
チ
ャ
ン
ス
と

法
人
契
約
者
、
オ
ー
ナ
ー
の
ニ
ー
ズ
が
一
致

す
る
ビ
ジ
ネ
ス
だ
と
考
え
、
ア
ン
サ
ー
を

考
案
し
管
理
業
務
代
行
を
専
門
に
行
う
法

人
部
を
新
設
し
ま
し
た
。
現
在
は
受
託
社

数
３
８
０
社
、
管
理
戸
数
は
９
万
戸
を
超

え
、
業
界
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
を
誇
っ
て
い
ま
す
。

全
業
種
３
８
０
社
の
ニ
ー
ズ
に

３
８
０
通
り
の
提
案
で
応
え
る

―
―
契
約
企
業
が
他
社
に
乗
り
換
え
た
ケ

ー
ス
も
な
い
と
聞
き
ま
し

た
。
顧
客
の
信
頼
を
得
る

秘
訣
は
何
で
し
ょ
う
か
。

赤
間

企
業
別
に
担
当
者

を
置
き
、
導
入
前
の
制
度

設
計
・
運
用
コ
ン
サ
ル
テ
ィ

ン
グ
、
導
入
後
も
定
期
的

に
訪
問
・
ヒ
ア
リ
ン
グ
し
て

改
善
案
を
提
案
し
て
い
ま

す
。
毎
月
の
物
件
管
理
デ

ー
タ
は
企
業
に
合
っ
た
形

式
で
報
告
し
、
解
約
時
の

敷
金
精
算
を
公
平
な
立
場

で
精
査
し
て
、
不
安
な
ら

交
渉
現
場
に
立
ち
会
う
こ

と
も
あ
り
ま
す
。
業
種
に

よ
っ
て
転
勤
か
ら
退
去
ま

で
の
流
れ
も
異
な
れ
ば
、

１
社
ご
と
に
人
材
戦
略
や

ニ
ー
ズ
も
違
う
か
ら
で
す
。

そ
し
て
13
年
間
、
全
業
種
を
網
羅
す
る

３
８
０
社
か
ら
学
ん
だ
ノ
ウ
ハ
ウ
、
経
験
の

蓄
積
を
次
の
提
案
や
他
社
へ
の
ア
ド
バ
イ
ス

に
生
か
し
て
い
ま
す
。

―
―
オ
ー
ナ
ー
か
ら
の
信
頼
も
厚
い
と
か
。

赤
間

入
居
者
が
大
手
や
成
長
企
業
の
社

員
で
あ
る
こ
と
。
年
間
３
万
件
程
度
の
新

規
契
約
が
発
生
す
る
の
で
、
物
件
あ
っ
せ

ん
の
数
が
多
い
こ
と
が
信
頼
さ
れ
る
理
由

だ
と
思
い
ま
す
。
良
質
な
物
件
を
確
保
で

き
る
の
で
、
入
居
者
の
満
足
度
が
高
ま
り
、

管
理
戸
数
も
増
え
る
と
い
う
好
循
環
に
つ

な
が
っ
て
い
ま
す
。

―
―
今
後
の
サ
ー
ビ
ス
展
開
は
。

赤
間

い
わ
ゆ
る
Ｊ-

Ｓ
Ｏ
Ｘ
法
が
施
行
さ

れ
、
ア
ウ
ト
ソ
ー
サ
ー
に
求
め
る
コ
ン
プ
ラ
イ

ア
ン
ス
や
管
理
の
レ
ベ
ル
が
上
が
っ
て
い
ま
す
。

今
年
中
に
、
よ
り
管
理
精
度
の
高
い
シ
ス
テ

ム
を
完
成
さ
せ
、
企
業
の
人
材
戦
略
を
今
以

上
に
き
め
細
か
く
サ
ポ
ー
ト
し
た
い
で
す
ね
。
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業
務
の
一
元
化
、　
　
入
出
金
管
理
の
一
元
化
を
実
現 

etc.

採用難を背景に、社員への福利厚生が人材戦略の一環として

見直されている。借上社宅の充実もその一つだが、一方で

管理業務や経費の増大は企業の成長を妨げかねない。この

課題解決に有効な手法が、顧客企業に代わって、物件のあっ

せんや契約・解約手続き、入居中のクレーム処理などを一括

して受託する社宅管理業務代行サービスである。タイセイ・

ハウジーの「アンサー」は、全業種のあらゆるニーズに対応し、

業界トップクラスの受託社数と管理戸数を誇る。

借上社宅管理業務の
フルアウトソースで
企業の競争力を高める
人材戦略をサポート
業界トップクラスの実績を誇る
タイセイ・ハウジーの「アンサー（ANSWER）」

法人営業部
〒151-0051 東京都渋谷区千駄ヶ谷5-32-10

南新宿SKビル
TEL 03-5269-8161   FAX 03-3350-6676
メールアドレス syataku@taisei-hs.co.jp

社宅管理業務代行システム「アンサー」導入のメリット

お問い合わせ先

タイセイ・ハウジー社宅管理業務代行サービス「受託社数・管理戸数」の推移


